
生
・
労
・
全

全

労

生

前

副

議

長

髙

倉

　

明

　

日

本

生

産

性

本

部

が

１

９

５

５

年

に

設

立

さ

れ

�

年

が

経

過

し

た

中

で

、

そ

の

半

分

の

�

年

間

に

わ

た

り

、

労

組

専

従

役

員

と

し

て

生

産

性

運

動

推

進

の

一

端

を

担

え

た

こ

と

は

大

変

光

栄

で

あ

っ

た

。

　

生

産

性

運

動

は

、

人

間

尊

重

の

精

神

の

も

と

、

「

生

産

性

運

動

三

原

則

」

を

指

針

と

し

た

労

使

の

厚

い

信

頼

と

協

力

が

運

動

推

進

の

原

動

力

で

あ

り

、

こ

の

運

動

こ

そ

が

、

企

業

の

健

全

で

永

続

的

な

発

展

を

も

た

ら

し

、

働

く

者

の

活

力

と

幸

せ

を

生

み

出

す

も

の

と

確

信

し

て

い

る

。

　

私

は

、

国

際

労

働

運

動

に

深

く

携

わ

っ

て

き

た

が

、

欧

米

で

は

社

会

対

話

（

Ｓ

ｏ

ｃ

ｉ

ａ

ｌ

Ｄ

ｉ

ａ

ｌ

ｏ

ｇ

ｕ

ｅ

）

が

、

社

会

正

義

や

社

会

・

経

済

の

進

歩

を

促

進

す

る

た

め

の

政

策

を

確

立

す

る

上

で

決

定

的

に

重

要

な

役

割

を

担

っ

て

い

る

。

今

年

、

８

年

ぶ

り

に

政

労

使

会

議

が

開

催

さ

れ

た

が

、

今

後

も

継

続

し

て

政

労

使

・

三

者

構

成

に

よ

る

有

意

義

な

社

会

対

話

が

実

施

さ

れ

る

こ

と

を

切

に

希

望

す

る

。

　

今

年

の

春

闘

で

は

、

大

幅

な

賃

上

げ

回

答

の

引

き

出

し

が

続

い

て

い

る

が

、

Ｏ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

の

中

で

も

低

位

に

あ

る

日

本

の

賃

金

水

準

を

引

き

上

げ

て

い

く

こ

と

は

喫

緊

の

課

題

で

あ

る

。

　

バ

ブ

ル

崩

壊

直

後

に

私

は

労

組

の

委

員

長

を

務

め

て

い

た

が

、

経

済

・

企

業

環

境

は

最

悪

で

連

合

は

じ

め

多

く

の

産

別

・

労

組

が

賃

上

げ

要

求

を

断

念

し

た

。

し

か

し

、

企

業

の

再

生

・

復

興

に

向

け

て

、

企

業

の

競

争

力

の

源

泉

は

「

人

」

で

あ

り

、

そ

の

「

人

」

が

意

欲

や

活

力

を

持

て

な

け

れ

ば

企

業

の

競

争

力

は

維

持

さ

れ

ず

、

企

業

の

発

展

・

成

長

は

望

め

な

い

、

と

の

信

念

の

も

と

で

、

賃

上

げ

要

求

に

踏

み

切

り

厳

し

い

交

渉

を

経

て

ベ

ア

を

獲

得

す

る

に

至

っ

た

。

　

厳

し

い

時

の

「

人

へ

の

投

資

」

は

、

何

倍

も

の

活

き

た

投

資

と

な

っ

て

企

業

の

競

争

力

の

維

持

・

向

上

に

寄

与

す

る

こ

と

は

間

違

い

な

い

と

確

信

し

て

い

る

。

　

ま

た

、

「

成

果

配

分

は

一

時

金

で

」

と

い

う

考

え

方

が

あ

る

が

、

一

時

金

は

単

年

度

の

業

績

を

ベ

ー

ス

と

し

た

配

分

で

あ

り

、

継

続

的

な

労

働

の

質

の

向

上

へ

の

配

分

と

は

性

格

が

異

な

り

、

日

々

の

生

活

を

安

心

し

て

安

定

的

に

過

ご

す

こ

と

を

考

え

れ

ば

、

生

産

性

向

上

な

ど

へ

の

成

果

配

分

は

、

働

く

も

の

が

最

重

要

視

し

、

安

心

感

に

つ

な

が

る

月

例

賃

金

・

月

給

に

対

し

て

実

施

さ

れ

る

べ

き

だ

と

思

っ

て

い

る

。

　

今

年

の

賃

上

げ

の

成

果

が

中

小

規

模

労

組

に

も

波

及

し

、

来

年

度

以

降

も

継

続

的

に

賃

金

水

準

の

是

正

が

行

わ

れ

、

働

く

者

の

将

来

不

安

の

払

し

ょ

く

や

意

欲

・

活

力

の

向

上

に

つ

な

が

る

生

産

性

運

動

を

、

「

愛

と

信

頼

、

そ

し

て

勇

気

」

を

も

っ

て

力

強

く

推

進

し

て

い

く

こ

と

を

希

望

す

る

。


